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広域観光可能性探る岩

庄
内
町
出
身
の
幕
末
の
志
士

清
河
八
郎
が
向
学
心
に
燃
え
江

戸
を
目
指
し
た
「
回
天
の
道
」
と

六
十
里
越
街
道
を
題
材
に
広
域

観
光
の
可
能
性
を
探
る
懇
談
会

が
9
日
、
山
形
市
の
霞
城
セ
ン

ト
ラ
ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。

清
河
八
郎
は
満
1
6
歳
の
時
に

学
者
に
な
ろ
う
と
家
出
し
て
江

戸
に
上
り
、
剣
と
学
問
の
修
業

に
励
ん
だ
。
垂
泉
の
N
P
O
法

人
「
元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
」
（
矢

口
正
武
代
表
理
事
＝
戸
沢
村
出

身
）
は
八
郎
が
出
奔
し
た
県
内

ル
ー
ト
を
2
回
に
分
け
て
應

査
。
本
紙
が
同
行
取
材
し
、
詳

し
く
紹
介
し
た
。

・
庄
内
町
で
は
八
郎
が
通
っ
た

山
伏
峠
の
山
道
を
町
民
が
復
元

整
備
し
、
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
じ
く
八
郎
の
出

奔
ル
ー
ト
で
あ
る
六
十
里
越
街

道
な
ど
を
含
め
、
広
域
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
を
語
り
合
お
う

と
懇
談
会
を
開
い
た
。

庄
内
、
鶴
岡
、
西
川
、
寒
河

江
、
山
形
、
上
山
、
村
山
の
各

市
町
や
地
域
づ
く
り
団
体
の
関

係
者
な
ど
約
2
0
人
が
参
加
。
矢

口
さ
ん
が
「
広
域
連
携
が
必
要

だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
。
N
P
O
に
旗

振
り
役
が
で
き
な
い
か
」
と
口

火
を
切
っ
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
村
山
地
方

7
市
7
町
の
広
域
観
光
圏
で
旅

行
商
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
庄
内
地
方
を
含
め

た
展
開
も
考
え
た
い
」
　
「
テ
ー

マ
性
の
あ
る
旅
は
今
後
、
注
目

を
集
め
る
の
で
は
な
い
か
。
連

携
の
動
き
を
旅
行
商
品
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
」
・

「
行
政
主
導
だ
と
長
く
続
け
る

の
は
難
し
い
。
最
新
の
情
勢
が

分
か
り
、
ガ
イ
ド
や
送
迎
な
ど

を
市
町
村
を
超
え
て
調
整
す
る

民
間
の
力
が
必
要
だ
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。


